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大学生の進路意思決定遅延研究から
若 松 養 亮（滋賀大学 教育学部）

［１］遅延者が置かれている状態 ［２］決定者はなぜ決められたのか
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11.例えほぼ決心がついても、決めてし
まうのはまだ時期的に早い

10.進路について考えることに、ほとん
ど意欲がわかない状態だ

９.もう決めてもよい選択肢が複数あっ
て、考えているところだ

８.まだまだ情報を集めなければ、とて
も決められない段階だ

７.全部併願しながら、就職活動や試験
の準備を始めてもかまわない

６.あれこれ頑張ってはいるが、どうして
も決められないで苦しんでいる

５.新しい選択肢をできるだけ付け加え
ないで、この中から考えたい

４.進路を本格的に考え始めるのは、も
う１、２ヶ月経ってからにしよう

３.現実的でしかも興味が持てる進路の
選択肢には、めったに出会えないでい

２.今考えているこの選択肢にほとんど
決めてもよいと思っている

１.現実的で、しかも興味が持てる選択
肢が１つ以上ある

（％）
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11.この進路を最初にいいと思ってか
ら、それほど悩むことなく決められた

10.長い間気乗りしなかったが、目指
してもいいと思えるようになって決め

９.目指したい進路がなかったので、
苦労して調べたりして決めた

８.強く惹かれなかったが、仕事とは直
接関わらない事情があって決めた

７.気になっていたことが解決／知りた
いことがわかったので決めた

６.不安・不満はあったが、それ以上に
魅力に感じたので決めた

５.強く惹かれなかったが、行き場がな
くなったらいやだと思って決めた

４.不安・不満はあったが、他と比べて
総合的に良い方だと思えたので決め

３.「もう決意しなくては準備の時間が
足りなくなる」と思って決めた

２.「これはどうしても志望したい」とい
う選択肢だったので、決めた

１.強く惹かれなかったが、現実的な進
路として妥協をして決めた

（％）



［３］遅延者の探索行動 ［５］困難さを決定者と遅延者で比較する

表  進路探索行動の因子分析

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
4.どういう人間かをじっくり考えてみた 0.962 -0.113 -0.043
7.自分のこれまでのことをじっくり考えてみた 0.923 -0.022 -0.096
10.これまでしたことや考えたことを振り返った 0.825 -0.056 0.094
2.これまでと将来の進路の結びつきを考えてみた 0.409 0.404 -0.075
6.特定の職務や会社について情報を手に入れた -0.270 0.889 0.058
1.進める進路はどんなものがあるか調べてみた -0.013 0.866 -0.129
13.興味がある進路について情報を探した 0.108 0.787 -0.103
11.今の進路からつけそうな職種の情報を集めた 0.192 0.499 0.098
5.役立ちそうな催しものにいろいろ出かけた -0.015 0.430 0.334
12.ある役割を好きになれるか試しについてみた -0.155 -0.208 0.967
9.進路のことをよく知っている人と話をし始めた 0.143 0.122 0.518
3.さまざまな進路での活動を試みてみた 0.058 0.283 0.453
8.自分の技能を発揮できる機会を探した 0.374 0.107 0.430

Ⅰ 0.566 0.424
Ⅱ 0.488
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［６］快適さと関連する困難さとは
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表  「快適さ」評定を目的変数、困難さ因子得点を説明変数とした重回帰分析

Ⅰ.能力に関する戸惑い .089 -.037 -.128 -.140 .011 -.108

Ⅱ.興味等の模索 -.274 ** -.066 -.058 .050 -.093 .196 *

Ⅲ.適合へのこだわり -.128 -.099 -.040 -.113 -.002 .053

Ⅳ.実情への不安 -.214 ** -.010 -.238 ** .093 .146 + .105

Ⅴ.選択方法の迷い .020 -.111 -.060 -.284 *** .152 .165 *

Ⅵ.現実的な障害 .047 -.064 -.024 .096 -.100 .056

Ⅶ.実現可能性の不安 -.241 ** -.070 -.210 ** -.209 ** .196 * .053

Ⅷ.好みに対する懸念 .063 -.053 .065 -.026 .137 .123

.537 *** .333 ** .511 *** .476 *** .405 *** .446 ***

.254 .074 .226 .195 .124 .166

+  p<.10   *   p<.05   **  p<.01   ***  p<.001

私は卒業後の進路選択について心配
していない
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私は卒業後の進路について今まで考え
てきたことや決めてきたことに納得して
おり、すっきりした気持ちでいられる
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私は、卒業後の進路を考えたり決めた
りすることに、とても苦労させられてい
る（させられた）＜逆転項目＞
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